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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、多様な領域で実践するソーシャルワーカーの事例を活用して多面的・多角的実 

践分析モデル（PDA モデル）の開発を行った。モデルの体系的な構造は、実践行為の７次元統 

合体を基本に実践内容群とクリティカル思考の援用を試みた実践評価群とからなる。部分的に 

検討課題が残ったが、既存収集事例及びソーシャルワーカーによる実験的適用では実用の可能 

性が高いと確認できた。加えて方法優位の発想から実践行為全体の把握への転換が明示できた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

  In this research, we developed Polyhedral-Diversified Analytical Model of  Social 
Work Practice（PDA Model）,using cases by social workers who works for various areas. 
The systematic structure of PDA Model consists of contents group and evaluation 
group of practice which based on the 7 dimensional integrated body of social work 
practice. Through application of this model to cases, good possibilities of practical use 
were found although there were some tasks .Also, we could show a drastic change in 
our way of grasp of the whole acts in social work practice from method of social work 
having an advantage over other elements of social work   
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１． 研究開始当初の背景 

本研究は、ソーシャルワークが課題解決
や何らかの援助を展開するという、いわ
ば、や Doing 志向の強いモデルやアプロ

ーチに席巻され、ソーシャルワークの理
論といっても、偏りがあることを問題視
してきたことに端を発している。それゆ
え、今日、実践科学としてのソーシャル

機関番号：17501 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2009～2012   

課題番号：21330132 

研究課題名（和文） ソーシャルワークの 7次元統合体に基づく多面的多角的実践分析モデル

の開発                     

研究課題名（英文） Development of Polyhedral –Diversified Analytical Model based on 

the 7dimensional integrated body of Social Work Practice 

研究代表者 

平塚 良子 （HIRATSUKA RYOKO） 

  大分大学・大学院福祉社会科学研究科・教授 

   研究者番号：40257556 

 

 



ワークにおいては、独自の論理とエビデ
ンスに基づく理論化が必ずしも進展し
ていない。多くの実践が蓄積されている
にもかかわらず、諸科学の知識を借りた
理論武装が依然として続いている現状
にある。 

こうした状況を鑑み、価値論、認識論、
技能論の相互一体的な理論形成を基礎
づける研究が不可欠であるとの認識に
至った。そこで、研究代表として取り組
んだ 2005-2007 年度「ソーシャルワーク
実践事例の多角的分析による固有性の
可視化と存在価値の実証研究（基盤研究
C:17530420）」等の諸成果を活用し、理
論形成のためのより発展した研究を遂
行することが重要であると考えた。 

すなわち、本研究では、ソーシャルワ
ークらしさであるソーシャルワークの
実践行為とは何であるかを明確にし、ソ
ーシャルワーカーが実践した行為を分
析、解釈することで独自の理論化に至る
べきであるという課題意識の明確化に
至った。 

とりわけ、ソーシャルワーカーの行為
を演繹的に導出した概念的モデル（7 次
元統合体）と、福祉現場の実践事例、そ
こで語られる言語の蓄積データとを交
差させて帰納法的に分析・検討すること
で、ソーシャルワークの実践行為が何で
あるか、導き出すことが可能と考えた。
それは実践分析モデルと言い換えるこ
とができ、その開発が、ソーシャルワー
クの実践科学としての基礎になりうる
との仮説に至った。 

 

２． 研究の目的 

前述の背景のもと、本研究は、多様な
領域で実践するソーシャルワーカーの
事例を活用して多面的・多角的な実践分
析モデル(PDA モデル）の開発を目的と
する。 

それは特定の知識に導かれて構成さ
れた実践モデルではなく、実践をどのよ
うに認識するかを明示する「実践分析モ
デル」である。言い換えれば、どのよう
な知識を活用したとしても、実践の行為
がソーシャルワークでありうるのか否
かを示すモデルである。 

 

３． 研究の方法 

(1) 理論研究として、仮説概念の中核である
７次元統合体の確認作業とともに、実践
分析モデルの体系的な構造について研究
する。 

 

(2) 仮の実践分析モデルを策定する。これを
以前の科研で収集した事例を活用して仮

実践分析モデル（仮モデル案）を検討す
る。 

(3) その際、実践分析モデルの中項目、小項
目の鍵となる概念用語の精査をする。(そ
の際、既存の収集事例のなかでソーシャ
ルワークとして成立したと判断した事例
を活用する。用語精査の方法に KJ 法活
用。 

(4) (2)、(3)により作成された仮モデル案に関

して、既存収集事例を提供したソーシャ

ルワーカーを対象に意見聴取をする。 

(5) 仮の実践分析モデル案の検討を繰り返し、
プレ最終モデル案を確定する。 

(6) (5)を用いて、ソーシャルワーカー数名か
ら自験例にプレ最終モデル案を適用し、
詳細に検討する。 

(7) 必要に応じて実践事例を収集して最終モ
デル案を構成する中項目、小項目の精査
を行う。 

(8) 優れた実践事例やソーシャルワークとし
て重要な実践事例を対象に中項目、小項
目に属す用語を SPSS ソフトのテキスト
マイニングで精査し、これまでの用語と
照合する。 

(9) 以上の過程を経て最終の実践分析モデル
案を確定する。 

 
４． 研究成果 
結論としては、実用に供することが可能な

レベルの多面的多角的実践分析モデル＝Ｐ
ＤＡが開発でき一定程度検証できたと考え
る。下記において、年度ごとの研究過程とそ
の結果を示す。 
 
(1)2009 年度 
①研究の第 1 年度の 2009 年度においては、
すでに開発してきたソーシャルワークの 7次
元統合体モデルの確認と検討に基づきなが
ら、実践分析モデル案（ＰＤＡ）の多面的多
角的な体系を探ることに重点をおいてきた。 
②仮説としての７次元統合体モデルは、1. 
価値と 2.視点・対象認識が相互一体的に連動
し、整合性のある具体的な行為化が生じる。
行為化においては、3.機能・役割と 4.方法、
5.時間と 6.空間（場と設定）が出現・展開を
はじめる。そしてこれら 1.～6.の出現・展開
には、7.技能である内的スキルをはじめとし
て多様なスキルが出現・駆動する。ソーシャ
ルワークの実践とは、ソーシャルワーカーに
よる 7次元のまとまりある行為とする。後に、
このような行為事象を「同時並列的事象」と
した。 
③こうした理論的概念によるＰＤＡモデル
案の枠組みは、モデル案の中核をなす実践内
容群と、これに評価軸を加えたエバリュエー
ション（実践評価）群から成り立つとし、こ



れを検討した。 
④実践内容群は、7 次元統合体モデルに基づ
き組み立てるものであるが、実践として何を
なすべきか、何をするか（したか）に関わる
ものであるだけに、分析項目の抽出が重要な
課題となった。すなわち、実践内容群の下位
体系を整序・構成に関する検討を行った。 
特に、実践内容群の枠組みについては、量的
研究も視野におきつつ大分類・中分類・小分
類の体系となるように下位体系構成マトリ
ックスを構想した。体系化には、２方向から
掘り下げることにした。一つは、ソーシャル
ワーク実践に関する文献を基礎にした分析
項目の抽出の試みである。他の一つは、7 次
元統合体モデル研究において、抽出してきた
「重要アイテム」と「意味づけカード」を活
用して帰納法的に中分類・小分類の構成を試
みることである。 
⑤21 年度の研究は、7次元統合体の実践分析
の枠組みとして、これら２つの方向から組み
立てる実践内容群モデル案を試案として策
定し、実践事例への適用が可能かどうかを試
みるまでの計画をしていたが事例への適用
はならず、試案作成のみとなった。 

 
 
(2)2010 年度  
①第１年度は、すでに開発してきたソーシャ
ルワークの 7次元統合体モデルに基づき、実
践内容鶏群と実践評価群系の項目を大分類、
中分類、小分類とに精査しながら実践分析モ
デル案を検討し、その骨格を作り上げてきた。 
第 2年度では、これをさらに帰納法的に抽

出し、重要キーワードを整序し、各次元別の
フォルダを作成した。なお、これを「7 次元
統合体重要キーワードファイルボックス」と
した。しかしながら、7 次元統合体モデル開
発時の収集事例の実践内容系群に属する重
要キーワード数が多く、小分類項目に属すべ
き重要キーワードファイルボックス作成完
了には至らず、精査の作業がまだ終了してい
ない状況があり、3 年度目の研究に引き継ぐ
ところとなる。 
②他方、実践評価系項目群には、エバリュエ
ーションの要素だけではなく、ソーシャルワ
ーカーの実践的反省的思考（クリティカル・
シンキング）を組み入れる重要性を再認識し
たので、検討をはじめた。この研究作業につ
いては、用語抽出という最後的な配置が課題
となっている。 
以上のような課題を残してきたが、第 2 年

度には、ソーシャルワーカーの実践事例に、
まだ精査の途上ではあるが、ＰＤＡモデル
（第一案的な仮モデル案）の実験的な適用を
一部試みることで、ＰＤＡモデルに実践分析
モデルの可能性を確認した。 
 

(3) 2011 年度 
①第 3 年度の研究計画の主要な一つは、２つ
の系として構想しているＰＤＡモデル案の
策定である。すでに集積してきた実践諸事例
（80 余）の中から実践領域を考慮しながら約
40 事例を選定し、SPSS ソフトテキストマイ
ニングを活用して「7 次元統合体重要キーワ
ードファイルボックス」の再精査を行った。 
但し、この精査はその後も続く。そこから 7
次元の整序された項目体系を構築し、これに
整序された評価項目体系を加えて多面的多
角的実践分析モデル＝ＰＤＡモデル（案）を
策定した。 
②ＰＤＡモデル（案）は、７つの次元を７つ
の大項目とし、これに属する中項目、小項目
からなる。小項目には付帯する語群を位置づ
け、実践者が必要に応じて参照可能なような
構成にしている（この部分については未整理
となっているが、モデル案に特に影響を与え
るわけではない。）。なお、これまでの大分類、
中分類、小分類は必ずしも分類に当たらない
タームが含まれるため、大項目、中項目、小
項目が適切と判断した。） 
③計画の第二は、ＰＤＡモデル案の試行（実
験的適用）である。ここでは、ＰＤＡモデル
案に関しては既収集事例への適用の試みと 3
名のソーシャルワーカーに自験例への適用
の試みをしてもらった。実践対象が広く、ミ
クロからマクロ間の多様なシステムに関与
する点に特徴が見られる独立開業型のソー
シャルワーカー1 名と 2 名のミクロ、メゾ系
の実践レベルで活動することが多い医療ソ
ーシャルワーカーの協力を得た。ソーシャル
ワーカーからは、モデル案が自己の実践分析
に有用であるとの指摘が得られるとともに、
項目の意味内容を理解することが難しい点
があり適用のしづらさを指摘する意見が寄
せられた。後者の解決については、各項目の
意味内容を把握しやすい辞書を作成するこ
とで課題が克服できると判断する。 
④計画の第三は、量的分析の設計及び新たな
ソーシャルワーク事例の収集準備、研究協力
者の参加である。いずれも部分的に実施をし
ている。特に前者については、項目精査のた
めにテキストマイニングを活用することで
質的な研究を量的に把握することが可能に
なり精査の助けとなった。 
研究計画はおおむね達成できたが、ＰＤＡ

モデルは適用のしやすさの追求だけではな
い。多面的・多角的に実践がいかなるものか、
把握できることが重要であり、この部分の検
討はなお、継続するところとなった。 
 

(4) 2012 年度 
①第 4 年度は、実践分析モデル案のソーシャ
ルワーカーによる実験及び適用（6名、15 実
践事例）の 2 段階を経て最終モデルとして決



定した。その際、実験及び適用に関する詳細
な検討シート（実践分析モデルシート含む）
を作成した。なお、同シートは、今後の新た
な量的研究に活用可能な構成にしている。 
②適用結果からは、多様な実践領域―そこに
は異なるレベルの実践（ミクロ～マクロ）が
存在するーの分析や自らの実践を全体的、客
観的な把握を可能にするという意見が寄せ
られた。同時に申請者らの 2005－2007 年度
収集事例の約 80 実践事例の本モデル適用に
おいても同様な結果を得た。 
③7 次元の実践分析モデルの最終的な構成は、
2 系列、大項目、下位レベルを中項目、小項
目とした。項目数は、1.価値（第一系列中項
目数 8：小項目数 34、第二系列評価項目数 8）
で、以下の各次元では中、小、評価項目数の
数字のみを挙げる。2.視点・対象認識
（3:12,3）、3.機能・役割（10：41,3）4.方
法（7:29,3）、5.場と設定（3:9,2）、6.時間
（3:17,2）、7.技能（9：26,4）である。 
④これらの整序には SPSS ソフトのテキスト
マイニングを活用してチェックし、検討する
という過程を試みた。第二系列では、ソーシ
ャルワークのソーシャルワーカーによる実
践が 7次元による「同時並列的事象」とする
着想から、特に、クリティカル思考を反映す
る表現項目の導入を試みた。これに総合評価
欄を設けた。本モデルは．ほとんどの実践領
域及び実践レベルをカバーして多面的多角
的「実践分析モデル」＝ＰＤＡといえる構成
と内容に達した。 
⑤この間、ソーシャルワーク・マネジメント
及びアドミニストレーションに関する実践
分析用語を追加した。 
⑥課題としては、小項目に付随する下位語群
の整理・検討を残している。但し、この語群
は実践分析に大きな影響を与えるものでは
ない。アドミニストレーション系分析項目に
ついては事例数としては、少ないために文献
なども活用して抽出したが、対象事例数を増
やし再整序を図るとともに、第二系列のクリ
ティカル思考を反映したより詳細な分析項
目を強化することでＰＤＡモデルの科学的
妥当性は高まりうるとみる。また、モデル学
習教材の開発も汎用性を高めうる。 
⑦本研究ではこうした課題は残ったが、約
100 事例の検討結果、実践分析モデルとして
の実用可能なレベルのものが開発できた。 
⑧ＰＤＡモデル検証の一環として、本実践分
析モデルの簡易説明版の作成などを通じ、ワ
ークショップ的展開を通じて、多数のソーシ
ャルワーカーの参加を得ることで、また、実
践分析モデルシートを対象にした量的分析
には、適用事例数を増やすことが必要である。
本実践分析モデルの簡易説明版の作成など
を通じ、あらたなワークショップ的展開を通
じて、検証することで、本実践分析モデルの

科学的妥当性が高まると考える。 
⑨なお、本研究の 7 次元統合体モデルによる
実践分析モデル開発は、これまでのソーシャ
ルワークの方法優位の発想から、方法を一つ
の次元と位置づけることで、実践行為が何で
あるか、より具体的に明示できた。ソーシャ
ルワークにあっては、これまで実践方法が優
位性を保ち、他の要素が方法に収斂され、方
法に隠れ、あるいは一要素的に扱われる問題
を改めて認識することができた。それは、本
研究において重要な転換を示すことができ
たといえ、貴重な成果となった。 
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